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今
号
で
は
、
昭
和
6
3
年
第
4
回
定
例
会
で
の
審
議
内
容
な

ど
を
む
紹
介
し
ま
す
。

　
今
回
の
定
例
会
は
、
n
月
7
日
か
ら
2
9
日
ま
で
2
3
日
間
の

会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

議
決
内
容

　
議
決
さ
れ
た
案
件
の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

今
回
の
定
例
会
に
は
、
62
年
度
決
算
を
は
じ
め
、

18

の
案
件
が
区
長
よ
り
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

●
6
2
年
度
各
会
計
決
算
の
認
定

（
賛
成
多
数
　
駿
同
堺
餐
蕉
共
民
．
無
文
毫
ク
）

　
1
関
係
記
事
は
2
～
5
ぺ
ー
ジ
に
掲
載
1

●
工
事
請
負
契
約
の
締
結
　
3
件
（
全
員
賛
成
）

O
笹
原
小
学
校
体
育
館
・
プ
ー
ル
増
改
築
工
事

　
契
約
金
額
H
三
億
九
九
〇
〇
万
円
　
工
期
6
5
年

3
月
1
0
日

O
鳥
山
北
小
学
校
体
育
館
・
プ
ー
ル
増
改
築
工
事

　
契
約
金
額
H
四
億
八
七
〇
〇
万
円
　
工
期
6
5
年

3
月
1
0
日

○
緑
丘
中
学
校
格
技
室
・
プ
ー
ル
増
改
築
工
事

　
契
約
金
額
H
四
億
四
七
五
〇
万
円
　
工
期
6
5
年

3
月
1
0
日

●
工
事
請
負
契
約
の
変
更
　
3
件
（
全
員
賛
成
）

O
仮
称
情
報
処
理
セ
ン
タ
ー
新
築
工
事

機電建 工

事

械気築 名

63
既

年
11 定
月 工14
日 期

64
変

年
2 更
月 工28
日 期

新
設
し
た
。

●
条
例
の
一
部
改
正
　
3
件
（
全
員
賛
成
）

○
自
転
車
等
放
置
防
止
条
例

　
祖
師
谷
北
自
転
車
等
駐
車
場
（
祖
師
谷
1
丁
目

　
8
1
1
2
）
を
新
設
し
た
こ
と
な
ど
。

O
公
園
条
例

　
次
の
公
園
を
新
設
し
た
。

名
　
　
称

所
在
地

成
城
9
丁
目
小
緑
地

成
城
9
丁
目
3
0
1
9

北
鳥
山
9
丁
目
小
緑
地

北
鳥
山
9
丁
目
2
6
1
2
8

○
職
員
の
給
与
条
例

　
職
員
の
給
与
を
改
定
し
た
。

●
区
道
路
線
の
認
定
　
4
件
（
全
員
賛
成
）

所
　
　
在
　
　
地

延
長
（
m
）

北
鳥
山
9
丁
目
2
6

二
一
七
・
六
四

弦
　
　
巻
4
丁
目
5

七
七
・
九
四

喜
多
見
8
丁
目
2
1

六
八
・
五
一

響
多
見
8
丁
目
2
0
・
2
1

一
五
〇
二
一

●
教
育
委
員
任
命
の
同
意

小
野
原
　
進
54
歳

大
野
　
好
昭
6
8
歳

●
監
査
委
員
選
任
の
同
意

（
賛
成
多
数
　
賊
臓
凹
舶
転
、
社

　
三
宮
　
淳
　
5
8
歳

2
件
（
全
員
賛
成
）

1
件

、
共
、
民
．
無
ク
、
生
活
ク
）

地
下
工
事
の
難
行
、
天
候
不
順
な
ど
に
よ
り
、

工
期
内
に
完
了
で
き
な
い
た
め
。

●
条
例
の
新
設
　
1
件
（
全
員
賛
成
）

○
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
条
例

　
心
身
障
害
者
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
、
総

　
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
松
原
6
丁
目
4
1
1
7
）
を

…
新
春
を
迎
え
て
　
　
㎜

…
　
　
　
　
　
　
世
田
谷
区
議
会
議
長
…

…
　
　
　
　
　
浜
中
　
光
揚
…

…
　
新
た
な
年
の
は
じ
ま
り
に
あ
た
り
、
区
民
の
皆
…

…
様
に
謹
ん
で
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
あ
げ
ま
す
。
　
㎜

…
　
区
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
内
需
主
導
に
よ
る
景
…

㎜
気
の
拡
大
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
財
政
問
題
な
ど
、
…

…
楽
観
を
許
さ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
　
㎜

…
都
内
の
地
価
の
高
騰
は
、
こ
の
と
こ
ろ
鎮
静
化
の
…

㎜
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
高
い
水
準
に
あ
…

…
り
ま
す
。
昨
年
、
区
政
に
お
い
て
は
、
区
外
へ
の
…

…
人
口
流
出
が
問
題
に
な
り
、
区
民
の
皆
様
が
愛
着
…

…
を
も
っ
て
世
田
谷
に
住
み
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
施
…

…
策
の
総
合
的
な
展
開
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
　
…

㎜
　
ま
た
、
人
口
の
高
齢
化
に
伴
い
、
高
齢
者
が
住
…

…
み
な
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
　
…

…
積
極
的
か
つ
多
様
な
事
業
の
推
進
が
、
ま
す
ま
す
…

㎜
重
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
…

㎜
　
2
1
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
都
市
を
め
ざ
し
、
基
本
…

…
計
画
の
着
実
な
推
進
に
努
め
る
と
と
も
に
、
状
況
…

㎜
の
変
化
に
伴
う
緊
急
な
課
題
に
対
応
し
て
い
く
こ
…

…
と
が
、
区
民
の
皆
様
の
期
待
に
応
え
る
も
の
と
考
…

…
え
て
お
り
ま
す
。
議
員
全
員
が
力
を
合
わ
せ
、
区
…

…
政
の
諸
課
題
に
熱
意
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
…

…
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

…
　
今
春
に
は
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
開
館
さ
れ
…

…
ま
す
が
、
障
害
に
関
す
る
総
合
相
談
や
リ
ハ
ビ
リ
…

…
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
名
実
と
も
に
中
核
的
施
設
と
…

…
な
る
よ
う
努
力
し
て
い
く
所
存
で
す
。
ま
た
、
都
…

…
市
化
の
波
が
お
し
寄
せ
る
な
か
、
や
す
ら
ぎ
や
う
…

…
る
お
い
の
あ
る
都
市
の
実
現
が
、
強
く
望
ま
れ
て
…

…
お
り
ま
す
。
自
然
環
境
の
保
全
、
み
ど
り
を
育
み
…

…
水
に
親
し
む
環
境
づ
く
り
に
、
力
を
注
い
で
ま
い
…

㎜
り
た
い
と
考
え
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

…
　
特
別
区
制
度
の
改
革
で
は
、
昨
秋
、
国
の
第
2
2
…

…
次
地
方
制
度
調
査
会
が
発
足
し
、
引
き
続
き
「
都
…

㎜
区
制
度
等
大
都
市
制
度
の
あ
り
方
」
が
審
議
項
目
…

…
と
さ
れ
ま
し
た
。
区
民
に
身
近
な
自
治
体
と
し
て
、
…

…
よ
り
住
み
よ
い
都
市
の
実
現
に
向
け
、
区
民
の
皆
…

　
様
と
手
を
た
ず
さ
え
て
、
運
動
の
推
進
に
努
め
て
㎜

　
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
区
議
会
で
は
、
よ
り
一
層
の
区
政
の
発
展
に
向
…

　
け
、
全
力
を
あ
げ
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
　
…

　
今
後
と
も
、
区
民
の
皆
様
の
ご
支
援
を
心
か
ら
お
…

　
願
い
い
た
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
本
年
も
区
民
の
皆
様
に
と
っ
て
実
り
多
い
年
で
…

　
あ
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
、
…

　
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
㎜
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総
額
二
〇
〇
〇
億
円
を
超
え
る
昭
和
62
年
度
の

各
会
計
の
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

決
算
の
審
議
は
、
区
の
事
業
が
計
画
（
予
算
）

ど
お
り
行
わ
れ
た
か
、
ま
た
、
区
民
生
活
の
向
上

に
役
立
っ
た
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
成
果
を
ふ
ま
え
て
、
今
後
の
区
政
の
進
め
方
を

考
え
て
い
く
と
い
う
重
要
な
役
割
を
持
っ
て
い
ま

す
。

決
算
の
認
定
に
あ
た
っ
て
は
、
自
民
党
1
2
人
、

公
明
党
6
人
、
社
会
党
5
人
、
共
産
党
2
人
、
民

社
党
・
無
所
属
ク
ラ
ブ
2
人
、
生
活
ク
ラ
ブ
ー
人
、

世
田
谷
行
革
㎜
番
1
人
の
計
2
9
人
の
委
員
で
構
成

す
る
、
　
「
決
算
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
、
7
日

間
に
わ
た
り
、
区
政
の
様
々
な
分
野
ご
と
に
慎
重

な
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

審
議
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
主
な
質
問
・
要
望

事
項
と
し
て
次
の
ぺ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
決
算
に
対
す
る
各
会
派
の
意
見
は
、
4
・

5
ぺ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

委
員
会
で
の
審
議
に
先
立
ち
、
62
年
度
決
算
の

概
要
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

62

年
度
の
わ
が
国
の
経
済
は
、
所
得
税
等
の
減

税
、
公
共
投
資
の
追
加
な
ど
の
緊
急
経
済
対
策
に

基
づ
く
内
需
主
導
型
の
景
気
回
復
に
よ
り
、
実
質

経
済
成
長
率
が
当
初
見
込
み
を
上
回
る
な
ど
、
前

年
度
に
比
べ
明
る
さ
を
増
し
た
。

区
は
、
健
全
財
政
の
維
持
を
基
本
に
、
新
基
本

計
画
の
初
年
度
に
あ
た
り
実
施
計
画
を
中
心
に
、

区
民
生
活
の
向
上
に
努
め
て
き
た
。

そ
の
結
果
、
一
般
会
計
予
算
額
は
一
五
一
二
億

六
四
〇
〇
万
円
と
な
り
、
前
年
と
比
べ
て
1
7
・
0

％
の
増
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
す
る
歳
入
。
歳
出

決
算
額
は
下
記
の
と
お
り
と
な
っ
た
。

歳
出
決
算
額
を
性
質
別
に
見
る
と
、
人
件
費
が

構
成
比
で
全
体
の
2
4
・
3
％
、
行
政
運
営
費
が
4
4

・
5
％
、
投
資
的
経
費
が
3
1
・
2
％
と
な
っ
て
い

る
。

歳
入
・
歳
出
決
算
の
内
訳
は
、
下
記
の
と
お
り

で
す
。
な
お
、
歳
出
決
算
に
つ
い
て
は
、
各
科
目

O
と
の
主
な
内
容
を
あ
わ
せ
て
示
し
て
あ
り
ま
す
。

会計決算の内訳般
入

戸

その他

170億
3430万円

11．0％1

諸収入

127億
3880万円
8．2％　、

特別区税

916億4803万円
59．4％

特別区交付金　　国庫支出金　　特別区債　　　都支出金
121億7978万円　　90億350万円　　61億2900万円　　56億6404万円

7。9％　　　　5．8％　　　4．0％　　　 3．7％

環境費　　　　　公債費　　　　　衛生費　　　　　その他

62億4158万円　　40億7859万円　　31億1769万円　36億54万円
4．2％　　　　　　　　　2．8％　　　　　　　　　2。1％　　　　　　　　2。4％

歳　出
　　　　　　　　　　　職員費　　　　　　　　　　　　民生費
　　　　　　　　　　　353億4662万円　　　　　　　　　　343億3995万円
　　　　　　　　　　　23．9％　　　　　　　　　　　　23。3％

　　　　　　　　　教育費　　　総務費
土木費　　　　　　195億　　　　164億
249億5584万円　　　8352万円　　　4319万円

16・9％　　　　13。3％　　11．1％

科目別の主な

歳出の内訳

高齢者椙祉、．障寄者福祉、、児

童福祉、娼人青少年活勘、国

民年金、相阯施設の整備など

教育の振果・指鳳掌校施設の

整備、区立幼稚園の運営、社会

教育活動、社会体育活動なと

都蘭画項醗1．騨晦・
害対策、省然環境の傑護など

憾癒藤襲I班ん・伝染病の予防響鰯1二・

健など
　　　　　　　　　　『プ』

職員の人件費など

道路の新設・維持管理、交通

安全対策、下水道建設、河川

の整備、公園の整備、建築行

政など

事務の運営、私立学校・幼稚

園などへの助成、広報・広聴

活動、施設や財産の管理など
特別区債の償還金や利子など

議会（議会活動、区襯会だよ

りの発行）、産桑経済（商工農

業振興、消費者行政）など

昭和62年度各会計決算

歳入決算額（円） 対前年度比
伸び率（％）

歳出決算額（円） 対前年度比
伸び率（％）

差額（円）

一　般　会　計 1543億9745万6858 16．6 1477億752万4939 16．2 66億B993万1919

国民健康保険事業会計 27B億4330万4627 △1．5 269億230B万6057 △4．1 9億2021万8570

老人保健医療会計 2B7億7871万8235 7．2 287億7829万3687 7．3 42万4548

中学校給食費会計 8億5872万5877 △2．7 8億5779万3924 △2．7 93万1953

76億1150万699011．72042億6669万860712．5211B億7820万5597計
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7
日
間
に
わ
た
り
決
算
特
別
委
員
会
で
審
議
し

た
内
容
や
要
望
事
項
を
分
野
別
、
会
派
別
に
お
伝

え
し
ま
す
。

行
財
政
の
進
め
方

を
め
ぐ
つ
て

●
自
由
民
主
党

○
区
民
に
身
近
な
テ
レ
ビ
広
報
の
拡
充

O
特
別
区
制
度
改
革
の
実
現
へ
の
強
力
な
取
組
み

○
新
庁
舎
建
設
へ
の
積
極
的
な
取
組
み

O
区
民
健
康
村
事
業
の
一
層
の
充
実

○
効
率
的
な
行
財
政
運
営
の
一
層
の
推
進

O
職
員
の
福
利
厚
生
事
業
の
充
実

O
国
際
親
善
交
流
の
積
極
的
な
展
開

O
区
民
に
親
し
ま
れ
る
美
術
館
の
運
営
（
区
民
ギ

　
ャ
ラ
リ
ー
の
拡
充
、
移
動
美
術
館
の
開
催
な
ど
）

O
国
際
化
時
代
に
対
応
し
た
海
外
研
修
の
強
化

●
公
明
党

○
区
の
お
知
ら
せ
の
発
行
回
数
の
拡
大

O
日
曜
、
祝
日
の
地
域
バ
ス
見
学
会
の
実
施

O
都
市
景
観
行
政
の
積
極
的
な
展
開

O
都
立
大
学
移
転
後
の
跡
地
活
用
へ
の
働
き
か
け

O
積
極
的
な
財
政
運
営
の
推
進

O
区
民
主
体
の
文
化
行
政
の
促
進

●
日
本
社
会
党

○
消
費
税
導
入
の
影
響
か
ら
区
民
を
守
る
方
策

O
予
算
編
成
に
お
け
る
適
正
な
見
積
り

O
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
条
例
の
早
期
制
定

○
中
国
と
の
姉
妹
都
市
提
携
へ
の
取
組
み

○
障
害
者
に
配
慮
し
た
庁
舎
の
改
善

●
日
本
共
産
党

○
社
会
変
化
に
応
じ
た
基
本
計
画
の
弾
力
的
推
進

O
庁
内
体
制
を
確
立
し
た
土
曜
閉
庁
の
実
施

O
区
議
会
の
テ
レ
ビ
中
継
の
拡
大

●
民
社
党
・
無
所
属
ク
ラ
ブ

○
広
報
広
聴
活
動
の
積
極
的
な
推
進

○
区
の
独
自
性
を
生
か
す
財
政
調
整
制
度
の
確
立

○
私
立
幼
稚
園
へ
の
援
助
の
拡
大

●
生
活
ク
ラ
ブ

O
付
属
機
関
の
委
員
報
酬
の
見
直
し

●
世
田
谷
行
革
…
番

0
区
民
健
康
村
事
業
の
収
入
見
込
額
の
適
正
化

区
民
生
活
の
向
上

を
め
ぐ
つ
て

●
自
由
民
主
党

○
区
内
で
の
た
ば
こ
購
入
を
促
す
P
R
の
充
実

○
区
民
要
望
に
応
え
る
保
養
所
事
業
の
拡
充
（
公

　
社
へ
の
運
営
委
託
、
利
用
者
へ
の
助
成
拡
大
）

O
地
域
行
政
の
推
進
に
向
け
た
取
組
み
（
出
張
所

　
施
設
の
整
備
と
機
能
の
拡
充
、
区
民
が
親
し
み

　
や
す
い
地
域
事
務
所
の
名
称
の
検
討
な
ど
）

○
防
災
対
策
の
推
進
（
広
域
避
難
所
の
P
R
の
徹

　
底
、
防
災
無
線
網
の
整
備
、
非
常
食
の
確
保
）

O
緑
空
間
の
保
全
に
向
け
た
都
市
農
業
の
振
興

O
融
資
制
度
の
拡
充
に
よ
る
中
小
企
業
の
育
成

●
公
明
党

○
防
災
無
線
塔
の
計
圃
的
な
増
設

O
桜
並
木
を
生
か
し
た
景
観
の
保
全

○
生
垣
緑
化
事
業
の
強
力
な
推
進

○
消
費
者
と
連
携
し
た
都
市
農
業
の
振
興

0
区
民
農
園
拡
大
へ
の
積
極
的
な
取
組
み

O
勤
労
者
共
済
会
の
体
制
強
化
と
事
業
の
拡
大

●
目
本
社
会
党

O
地
域
事
務
所
開
設
に
向
け
た
積
極
的
な
取
組
み

O
貴
重
な
緑
の
保
全
（
ト
ラ
ス
ト
運
動
の
推
進
、

　
基
金
の
創
設
、
成
城
の
林
野
庁
所
有
地
の
確
保
）

0
悪
徳
商
法
の
被
害
を
防
止
す
る
P
R
の
徹
底

○
食
品
安
全
対
策
の
充
実

●
日
本
共
産
党

O
開
放
樹
林
地
の
拡
大
と
水
辺
環
境
の
保
全

○
国
へ
の
排
ガ
ス
規
制
強
化
の
働
き
か
け

○
労
働
問
題
を
扱
う
相
談
窓
口
の
設
置

●
民
社
党
・
無
所
属
ク
ラ
ブ

○
地
域
に
密
着
し
た
地
域
行
政
制
度
の
確
立
（
出

　
張
所
の
権
限
の
拡
充
と
管
理
職
の
配
置
、
職
員

　
の
意
識
改
革
な
ど
）

●
生
活
ク
ラ
ブ

○
仙
川
沿
い
の
ユ
ス
リ
蚊
に
よ
る
被
害
へ
の
対
策

●
世
田
谷
行
革
柵
番

O
保
養
所
利
用
者
数
の
過
大
見
積
り
の
是
正

福
祉
・
保
健
の
充
実

を
め
ぐ
つ
て

●
自
由
民
主
党

○
福
祉
バ
ス
運
行
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

○
福
祉
的
就
労
を
促
す
水
耕
栽
培
事
業
の
実
施

○
障
害
者
の
自
立
を
め
ざ
し
た
働
く
場
の
確
保

○
国
保
料
徴
収
の
徹
底
と
保
険
証
の
適
正
な
使
用

O
高
齢
者
の
生
き
が
い
対
策
の
充
実
（
老
人
ク
ラ

　
ブ
の
活
性
化
、
就
労
機
会
の
拡
大
な
ど
）

○
地
域
や
学
校
と
連
携
し
た
青
少
年
の
健
全
育
成

○
区
民
の
健
康
づ
く
り
へ
の
積
極
的
な
取
組
み

○
ね
た
き
り
在
宅
老
人
の
歯
科
診
療
体
制
の
充
実

○
大
蔵
病
院
問
題
の
区
民
へ
の
正
確
な
周
知

●
公
明
党

○
障
害
者
の
就
労
機
会
の
拡
大
に
よ
る
自
立
促
進

O
身
障
者
用
バ
ギ
ー
車
の
購
入
助
成
の
拡
充

○
聴
覚
障
害
者
の
緊
急
通
報
体
制
の
強
化

0
学
校
給
食
設
備
を
活
用
し
た
老
人
給
食
の
提
供

○
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
開
設
に
向
け
た
取
組
み

　
（
人
材
の
確
保
、
関
連
施
設
と
の
連
携
）

●
日
本
社
会
党

○
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
一
層
の
推
進

○
国
保
料
値
上
げ
凍
結
へ
の
取
組
み

○
高
齢
者
対
策
の
充
実
（
ケ
ア
付
集
合
住
宅
の
増

　
設
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
促
進
）

○
子
ど
も
の
視
力
低
下
を
防
ぐ
対
策
の
推
進

挙ラ

●
目
本
共
産
党

O
国
保
料
値
上
げ
阻
止
の
国
と
都
へ
の
働
き
か
け

○
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
増
設

O
婦
人
労
働
者
の
相
談
窓
口
と
職
業
指
導
の
拡
充

●
民
社
党
・
無
所
属
ク
ラ
ブ

O
高
齢
者
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

○
男
女
共
同
社
会
実
現
へ
の
推
進
体
制
の
強
化

O
婦
人
の
福
祉
資
金
貸
付
事
業
の
一
層
の
充
実

●
生
活
ク
ラ
ブ

O
難
病
検
診
事
業
の
一
層
の
充
実

●
世
田
谷
行
革
…
番

○
老
人
向
け
紙
お
む
つ
の
購
入
方
法
の
是
正

都
市
整
備
の
推
進

を
め
ぐ
つ
て

●
自
由
民
主
党

O
再
開
発
事
業
の
積
極
的
な
展
開
（
駅
周
辺
ま
ち

　
づ
く
り
の
推
進
、
民
間
へ
の
支
援
態
勢
の
強
化
）

○
土
地
の
有
効
利
用
の
一
層
の
推
進

○
道
路
整
備
へ
の
強
力
な
取
組
み
（
財
源
の
十
分

　
な
確
保
、
都
と
の
連
携
強
化
、
道
路
管
理
の
徹

　
底
、
細
網
7
号
線
と
恵
泉
裏
道
路
の
早
期
完
成
）

O
商
店
街
の
放
置
自
転
車
対
策
の
促
進

○
成
城
駅
南
口
の
交
通
混
雑
の
解
消

○
通
学
路
の
安
全
対
策
の
強
化

0
区
民
の
定
住
化
を
図
る
住
宅
対
策
の
推
進

●
公
明
党

○
再
開
発
周
辺
地
域
へ
の
駐
車
場
の
整
備

○
成
城
駅
南
口
の
交
通
渋
滞
の
解
消

O
丸
子
川
親
水
公
園
計
画
の
早
期
実
現

○
祖
師
谷
つ
り
が
ね
池
の
浄
化
対
策
の
推
進

○
仙
川
沿
い
水
際
の
散
歩
道
の
整
備

O
住
宅
対
策
へ
の
強
力
な
取
組
み

●
日
本
社
会
党

O
住
民
の
意
見
を
取
入
れ
た
再
開
発
へ
の
取
組
み

○
駅
周
辺
の
放
置
自
転
車
対
策
の
推
進

○
歩
道
の
安
全
対
策
の
促
進

○
住
宅
施
策
の
積
極
的
な
展
開
（
基
金
の
創
設
、

　
住
宅
条
例
の
制
定
、
公
営
住
宅
の
確
保
な
ど
）

●
日
本
共
産
党

○
廃
止
予
定
の
バ
ス
路
線
存
続
へ
の
取
組
み

O
住
民
の
合
意
に
基
づ
く
計
画
的
な
道
路
整
備

○
自
然
を
生
か
し
た
呑
川
親
水
公
園
計
圃
の
実
現

●
民
社
党
・
無
所
属
ク
ラ
ブ

O
狭
あ
い
道
路
の
整
備
促
進
と
推
進
体
制
の
強
化

O
区
画
整
理
予
定
区
域
で
の
下
水
道
の
早
期
普
及

O
都
営
住
宅
移
管
に
向
け
た
万
全
な
取
組
み

●
生
活
ク
ラ
ブ

○
子
ど
も
の
遊
び
場
の
区
内
全
域
へ
の
適
正
配
置

●
世
田
谷
行
革
…
番

○
下
北
沢
駅
北
口
へ
の
バ
ス
路
線
延
長
の
見
通
し

験
σ
暫

繋
　　　鎌

、
樽

庭

教
育
環
境
の
整
備

を
め
ぐ
つ
て

●
自
由
民
主
党

○
児
童
生
徒
の
減
少
化
へ
の
対
応
策

0
道
徳
教
育
の
一
層
の
充
実

0
研
究
奨
励
校
、
研
究
課
題
校
の
拡
充

O
空
き
教
室
の
活
用
に
よ
る
学
校
教
育
の
充
実

○
学
校
で
の
国
旗
掲
揚
、
国
歌
斉
唱
の
徹
底

O
土
・
日
曜
日
で
の
卒
業
式
の
実
施

O
次
大
夫
堀
公
園
民
家
園
で
の
移
動
教
室
の
実
施

O
野
毛
大
塚
古
墳
の
積
極
的
な
調
査
と
保
存

〇
二
子
玉
川
緑
地
運
動
場
の
整
備
の
促
進

0
教
育
会
館
の
駐
車
場
と
駐
輪
場
の
増
設

●
公
明
党

O
学
校
で
の
交
通
安
全
教
育
の
一
層
の
推
進

O
学
校
図
書
室
へ
の
パ
ソ
コ
ン
導
入
と
設
備
改
善

O
登
校
拒
否
児
に
対
す
る
積
極
的
な
対
応

　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
揺

○
校
舎
の
大
規
模
改
築
へ
の
取
組
み

O
学
校
施
設
を
活
用
し
た
温
水
プ
ー
ル
の
増
設

O
総
合
運
動
場
体
育
館
の
早
期
改
築

●
日
本
社
会
党

○
小
中
学
校
で
の
パ
ソ
コ
ン
教
育
の
充
実

○
外
国
を
知
る
国
際
理
解
教
育
の
推
進

O
海
外
帰
国
子
女
教
育
の
拡
充

○
学
校
で
の
男
女
平
等
教
育
の
推
進

O
地
域
に
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
へ
の
取
組
み

●
日
本
共
産
党

○
空
き
教
室
を
活
用
し
た
学
童
ク
ラ
ブ
の
設
置

O
区
民
要
望
に
応
じ
た
社
会
教
育
講
座
の
拡
充

O
図
書
館
の
増
設
へ
の
積
極
的
な
取
組
み

●
民
社
党
・
無
所
属
ク
ラ
ブ

O
家
庭
と
連
携
し
た
性
教
育
の
充
実

O
児
童
生
徒
の
基
礎
体
力
づ
く
り
の
強
化

O
家
庭
教
育
学
級
の
一
層
の
拡
充

●
生
活
ク
ラ
ブ

○
学
校
の
ア
ス
ベ
ス
ト
撒
去
で
の
十
分
な
配
慮

●
世
田
谷
行
革
…
番

O
図
書
館
の
積
極
的
な
増
設
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決
算
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
対
す
る

晦

／

住
み
よ
い
都
市
の
実
現
を
め
ざ
し

都
市
基
盤
の
整
備
に
全
力
を
注
げ

　
円
高
や
地
価
高
騰
な
ど
、
厳
し
い
社
会
情
勢
の

な
か
で
、
健
全
財
政
を
基
調
に
区
民
福
祉
の
向
上

に
努
め
た
こ
と
を
、
ま
ず
評
価
す
る
。

　
し
か
し
、
本
格
的
な
高
齢
化
社
会
の
到
来
、
都

市
化
の
進
展
な
ど
に
対
応
し
た
新
た
な
施
策
の
展

開
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
今
後
も
、
長
期
的
な
将

来
展
望
の
も
と
、
効
率
的
で
健
全
な
行
財
政
運
営

1
自
由
民
主
党
1

　
　
　
（
賛
成
意
見
）

に
努
め
、
活
力
あ
る
都
市
世
田
谷
の
実
現
に
全
力

で
取
り
組
め
。

　
安
全
で
快
適
な
都
市
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
都
市

基
盤
の
整
備
に
全
力
を
あ
げ
よ
。
特
に
道
路
整
備

に
は
、
十
分
な
財
源
を
確
保
し
て
強
力
に
取
り
組

め
。
下
水
道
の
普
及
、
市
街
地
再
開
発
の
促
進
、

交
通
機
関
網
の
整
備
、
あ
か
ず
の
踏
切
の
解
消
に

慧

触
髪

盒
『
7
，

も
全
力
を
注
げ
。
さ
ら
に
、
公
共
用
地
の
確
保
と

土
地
の
有
効
活
用
に
努
め
よ
。

　
区
民
に
信
頼
さ
れ
る
区
政
を
推
進
す
る
に
は
、

無
駄
を
省
き
、
効
率
性
を
追
求
す
る
こ
と
が
重
要

だ
。
基
金
を
積
極
的
に
活
用
す
る
な
ど
、
財
政
基

盤
の
強
化
に
努
め
よ
。
ま
た
、
職
員
の
資
質
を
向

上
さ
せ
る
た
め
、
経
営
意
識
の
徹
底
を
図
れ
。
学

童
ク
ラ
ブ
や
学
校
警
備
の
見
直
し
を
積
極
的
に
進

め
よ
。

　
特
別
区
制
度
改
革
の
実
現
に
は
、
区
民
と
連
携

し
た
運
動
の
展
開
が
重
要
だ
。
区
民
へ
の
P
R
を

積
極
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、
国
へ
の
働
き
か
け

を
一
層
強
め
よ
。

　
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
で
は
、
高
齢
者
が
生
き

が
い
を
も
ち
、
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
総
合
的
な
施

策
の
展
開
が
急
務
だ
。
健
康
づ
く
り
事
業
を
促
進

劉

魁

す
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
住
宅
の
確
保
、
高
齢
化

社
会
を
支
え
る
若
年
層
の
定
住
化
に
積
極
的
に
取

り
組
め
。
民
間
パ
ワ
ー
の
活
用
に
よ
る
在
宅
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
、
高
齢
者
の
た
め
の
快
適
な
ま

ち
づ
く
り
に
も
努
め
よ
。

　
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
に
向
け
、

学
校
と
家
庭
、
地
域
と
の
連
携
を
一
層
深
め
、
「
心

豊
か
な
人
づ
く
り
」
に
取
り
組
め
。

　
美
術
館
が
真
に
区
民
文
化
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な

る
よ
う
、
運
営
に
は
万
全
を
期
せ
。
区
民
の
第
2

の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
区
民
健
康
村
の

事
業
を
一
層
推
進
せ
よ
。
ま
た
、
国
際
化
に
対
応

し
、
国
際
交
流
事
業
を
積
極
的
に
展
開
せ
よ
。

　
地
域
行
政
の
推
進
で
は
、
出
張
所
機
能
の
拡
充
、

地
域
と
の
連
携
の
強
化
に
努
め
よ
。
ま
た
、
区
民

の
利
便
に
配
慮
し
た
庁
舎
づ
く
り
に
も
取
り
組
め
。

積
極
的
な
行
財
政
運
営
に
努
め

区
民
生
活
の
一
層
の
向
上
を

灘、・産聴

　
地
価
の
高
騰
は
、
深
刻
な
住
宅
問
題
を
引
き
起

こ
す
と
と
も
に
、
公
共
用
地
の
取
得
を
困
難
に
す

る
な
ど
、
区
民
や
区
政
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て

い
る
。
消
費
税
の
導
入
に
よ
る
区
財
政
へ
の
影
響

も
予
測
さ
れ
る
が
、
区
民
生
活
を
擁
護
す
る
立
場

を
貫
き
、
効
率
的
な
行
財
政
運
営
を
一
層
推
進
せ

よ
。
区
民
が
真
に
求
め
る
緊
急
課
題
に
的
確
に
対

応
す
る
と
と
も
に
、
将
来
を
展
望
し
た
新
た
な
事

業
計
画
に
も
果
敢
に
取
り
組
め
。

　
区
民
の
区
外
流
出
を
防
ぎ
、
区
内
で
安
心
し
て

住
み
続
け
ら
れ
る
住
宅
施
策
を
早
急
に
確
立
せ
よ
。

公
共
施
設
へ
の
区
営
住
宅
の
併
設
、
都
営
住
宅
の

早
期
移
管
な
ど
に
よ
り
、
住
宅
の
確
保
に
努
め
よ
。

地
域
特
別
賃
貸
住
宅
制
度
、
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
事
業

な
ど
の
誘
致
に
も
積
極
的
に
取
り
組
め
。

に
努
め
る
と
と
も
に
、
海
外
交
流
事
業
の
拡
充
も

図
れ
。

　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
障
害
者
施
設
の
拠
点

と
な
る
よ
う
、
人
材
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、

関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
せ
よ
。
障
害
者
の
就

労
の
場
の
拡
大
、
特
養
ホ
ー
ム
や
デ
イ
ホ
ー
ム
の

増
設
に
努
め
よ
。
軽
量
型
車
イ
ス
な
ど
、
新
た
な

福
祉
機
器
の
導
入
も
図
れ
。

b図

　
区
民
本
位
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
基
本
に
、

地
域
行
政
を
推
進
せ
よ
。
よ
り
区
民
に
親
し
ま
れ

る
出
張
所
と
な
る
よ
う
、
機
能
、
権
限
の
拡
充
に

取
り
組
め
。
C
I
を
導
入
し
、
出
張
所
の
名
称
変

更
な
ど
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
職
員
の
意
識
改

革
に
も
努
め
よ
。

　
移
転
す
る
都
立
大
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
は
、

早
急
に
具
体
策
を
ま
と
め
、
都
に
働
き
か
け
よ
。

区
民
福
祉
の
向
上
を
め
ざ
し

積
極
的
な
施
策
の
展
開
を
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都
市
環
境
の
整
備
で
は
、
多
摩
川
沿
岸
地
域
の

掛
辺
の
景
観
を
生
か
し
、
新
た
な
都
市
空
間
の
創

造
を
め
ざ
す
「
リ
バ
ー
サ
イ
ド
構
想
」
の
策
定
に

取
り
組
め
。
三
軒
茶
屋
、
二
子
玉
川
の
再
開
発
事

業
は
、
住
民
の
意
見
を
尊
重
し
て
積
極
的
に
推
進

せ
よ
。
ま
た
、
下
水
道
未
整
備
地
域
の
早
期
解
消
、

玉
川
地
域
の
溢
水
対
策
に
努
め
よ
。

　
老
朽
化
し
た
小
中
学
校
の
校
舎
の
改
築
に
あ
た

っ
て
は
、
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
や
パ
ソ
コ
ン
教
室
な
ど

を
設
置
せ
よ
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
や
温
水
プ
ー

ル
の
併
設
も
考
え
よ
。
地
域
に
開
か
れ
た
学
校
を

め
ざ
し
、
庁
内
組
織
を
設
け
て
施
設
の
改
善
を
検

討
せ
よ
。
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
充
実
に
向
け
、
新
た

な
総
合
体
育
館
の
建
設
、
総
合
運
動
場
体
育
館
の

改
築
に
取
り
組
め
。
ま
た
、
青
少
年
の
健
全
育
成

　
リ
ク
ル
ー
ト
疑
惑
が
深
ま
る
な
か
、
国
は
、
低

所
得
者
に
新
た
な
税
負
担
を
強
い
る
消
費
税
の
導

入
を
強
行
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
区
民
生
活
と
地

方
財
政
を
守
る
立
場
か
ら
、
不
公
平
を
拡
大
す
る

税
制
改
革
に
強
く
反
対
す
る
。

　
都
は
、
大
企
業
本
位
の
民
活
路
線
を
進
め
、
地

価
高
騰
な
ど
の
土
地
問
題
を
深
刻
化
さ
せ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
も
と
、
区
は
、
長
期
的
な
展

望
に
た
ち
、
基
金
を
積
立
て
る
な
ど
、
計
画
的
な

財
政
運
営
に
努
め
て
き
た
。
今
後
も
、
区
の
特
性

を
生
か
し
た
施
策
を
展
開
す
る
た
め
、
都
区
間
の

財
源
配
分
制
度
の
見
直
し
に
取
り
組
め
。
区
民
福

祉
の
向
上
を
め
ざ
し
、
住
宅
施
策
な
ど
の
優
先
事

業
を
積
極
的
に
推
進
せ
よ
。

　
巖
近
、
地
方
自
治
体
で
は
汚
職
が
相
次
い
で
い

る
。
区
民
の
不
信
を
招
か
な
い
よ
う
、
万
全
を
期

せ
。　

高
齢
祉
会
を
迎
え
、
機
能
訓
練
事
業
の
充
実
が

急
務
の
課
題
だ
。
開
設
予
定
の
総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー
を
中
心
に
、
総
合
的
な
事
業
の
実
施
体
制
を
整

備
し
て
、
機
能
訓
練
の
場
や
機
会
の
拡
大
に
取
り

組
め
。

　
O
A
化
や
職
務
の
多
様
化
な
ど
に
よ
る
職
場
環
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境
の
変
化
に
対
応
し
、
職
員
が
安
心
し
て
働
け
る

職
場
づ
く
り
に
努
め
よ
。

　
医
療
機
関
の
医
療
費
不
正
請
求
を
放
置
し
た
ま

ま
で
は
、
国
民
健
康
保
険
料
の
引
き
上
げ
に
対
す

る
区
民
の
理
解
は
得
ら
れ
な
い
。
国
保
事
業
の
適

正
化
を
図
る
た
め
、
診
療
報
酬
請
求
書
の
点
検
を

強
化
せ
よ
。

　
再
開
発
事
業
は
、
住
民
合
意
の
も
と
に
進
め
よ
。

ま
た
、
障
害
者
や
高
齢
者
に
配
慮
し
た
、
や
さ
し

さ
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
め
。

　
区
民
が
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
住

宅
施
策
の
推
進
が
璽
要
だ
。
住
宅
条
例
の
制
定
、

住
宅
整
備
基
金
の
設
置
な
ど
に
取
り
組
め
。

　
国
の
環
境
公
害
行
政
が
後
退
す
る
な
か
、
区
内

の
大
気
汚
染
の
解
消
が
急
務
の
課
題
だ
。
区
民
の

生
命
と
健
康
を
守
る
た
め
、
監
視
体
制
を
強
化
す

る
な
ど
、
公
害
対
策
を
積
極
的
に
推
進
せ
よ
。

　
学
校
教
育
で
は
、
平
和
教
育
を
積
極
的
に
推
進

せ
よ
。
日
の
丸
の
掲
揚
、
君
が
代
の
斉
唱
の
強
制

は
改
め
よ
。

　
天
皇
の
病
気
に
関
連
し
た
行
事
の
中
止
は
残
念

だ
。
憲
法
の
主
権
在
民
の
精
神
を
尊
重
し
、
自
粛

を
し
な
い
よ
う
強
く
要
望
す
る
。
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区
民
の
健
康
と
暮
ら
し
を
守
る

区
政
運
営
に
努
め
よ

　
消
費
税
の
導
入
を
強
行
し
よ
う
と
す
る
国
に
対

し
、
区
長
は
、
区
民
生
活
を
守
る
立
場
か
ら
、
反

対
の
意
を
明
ら
か
に
せ
よ
。

　
国
の
6
2
年
度
予
算
は
、
臨
調
行
革
路
線
を
お
し

進
め
て
国
民
生
活
に
打
撃
を
与
え
る
一
方
、
軍
事

費
を
突
出
さ
せ
、
軍
拡
へ
の
道
を
つ
き
進
め
る
も

の
と
な
っ
た
。
都
は
、
都
民
不
在
の
東
京
改
造
計

画
を
進
め
た
結
果
、
空
前
の
地
価
高
騰
を
招
き
、

区
内
人
口
の
減
少
な
ど
区
民
生
活
に
重
大
な
影
響

を
及
ぽ
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
な
か
で
、
区
は
、
つ
く
し
ん
ぽ
ホ
ー

ム
の
建
設
、
ね
た
き
り
老
人
へ
の
訪
問
歯
科
診
療

ー
日
本
共
産
党
ー
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の
実
施
、
奨
学
資
金
特
別
支
度
金
の
引
き
上
げ
な

ど
、
福
祉
の
充
実
に
努
め
て
き
た
。

　
今
後
の
区
政
を
推
進
す
る
に
あ
た
っ
て
も
、
区

民
の
健
康
と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
全
力
を
あ
げ

て
施
策
の
展
開
を
図
れ
。
基
本
計
画
は
、
区
民
生

活
の
新
た
な
変
化
に
対
応
し
、
再
検
討
せ
よ
。

　
福
祉
施
策
の
推
進
で
は
、
民
間
べ
ー
ス
に
よ
る

福
祉
総
量
の
拡
大
で
は
な
く
、
公
的
福
祉
の
拡
充

を
基
本
に
、
事
業
を
展
開
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。

老
人
医
療
費
助
成
制
度
の
実
現
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
増
設
、
高
齢
者
住
宅
の
戸
数
の
大
幅
な

拡
大
な
ど
に
強
力
に
取
り
組
め
。
ま
た
、
国
民
健

灘
厩

灘
．瞬

、
－
熟
、

』
，
轡
ざ

繊
　

．
瞬

悪
ぜ

．

菌

康
保
険
料
の
値
上
げ
に
対
し
て
、
反
対
の
立
場
を

明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
地
域
医
療
の
核
で
あ
る

大
蔵
病
院
の
存
続
を
、
国
に
強
く
働
き
か
け
よ
。

　
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
住
民

主
体
の
原
則
を
堅
持
せ
よ
。
開
発
に
よ
る
都
市
環

境
の
悪
化
を
防
ぐ
た
め
、
事
業
者
へ
の
指
導
、
規

制
を
強
化
せ
よ
。
水
害
対
策
に
も
取
り
組
め
。

　
大
気
汚
染
か
ら
区
民
の
健
康
を
守
る
た
め
、
監

視
、
測
定
体
制
を
強
化
す
る
な
ど
、
対
策
を
講
じ

よ
。
ま
た
、
み
ど
り
や
環
境
の
保
全
に
努
め
る
と

と
も
に
、
風
致
地
区
の
見
直
し
に
は
慎
重
を
期
せ
。
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地
価
の
高
騰
が
中
小
商
工
業
者
に
与
え
る
影
響

も
深
刻
な
問
題
だ
。
営
業
が
続
け
ら
れ
る
よ
う
、

対
策
を
講
じ
よ
．

　
小
学
校
教
員
の
初
任
者
研
修
の
実
施
に
あ
た
っ

て
は
、
教
育
の
自
主
性
を
尊
重
す
る
立
場
か
ら
取

り
組
め
．

　
地
方
自
治
体
の
財
政
基
盤
を
ゆ
る
が
す
国
の
補

助
金
カ
ッ
ト
に
対
し
て
、
撤
回
を
申
し
入
れ
よ
。

　
天
皇
の
病
気
に
関
連
し
、
態
法
の
主
権
在
民
、

民
主
主
義
の
原
則
に
基
づ
き
、
区
行
事
の
自
粛
を

行
わ
な
い
よ
う
、
強
く
要
望
す
る
。

区
民
の
期
待
に
応
え
る

き
め
細
か
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

　
62
年
度
決
算
の
認
定
に
あ
た
り
、
効
率
的
な
行

政
運
営
に
努
め
た
こ
と
を
評
価
す
る
。

　
今
日
の
急
速
な
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
て

い
く
た
め
に
は
、
区
の
行
政
体
制
の
質
的
強
化
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
区
民
の
期
待
に
応
え
、
よ
り

細
か
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ
う
、
全

庁
を
あ
げ
て
取
り
組
め
。
特
に
、
特
別
区
制
度
改

革
の
実
現
を
は
じ
め
と
し
て
、
自
治
権
の
拡
充
は

重
要
だ
。
都
か
ら
区
へ
の
事
務
移
管
で
は
、
都
営

住
宅
、
将
来
的
に
は
清
掃
事
業
の
一
部
移
管
が
見

込
ま
れ
る
。
都
と
十
分
な
協
議
を
重
ね
、
実
現
に

取
り
組
め
。
ま
た
、
一
般
の
市
町
村
と
同
様
に
、

教
員
の
人
事
や
教
科
書
の
選
定
な
ど
を
区
が
独
自

に
行
え
る
よ
う
、
権
限
の
拡
大
を
国
や
都
に
強
く

働
き
か
け
よ
。

　
財
政
基
盤
を
強
化
し
て
い
く
た
め
に
は
、
都
と

区
の
財
政
調
整
制
度
の
改
善
が
必
要
だ
。
区
の
独

自
性
を
反
映
で
き
る
財
政
需
要
額
の
算
定
、
保
留

財
源
の
廃
止
、
財
源
配
分
の
決
定
時
期
の
見
直
し

な
ど
に
取
り
組
め
。

　
地
域
行
政
の
推
進
で
は
、
区
民
に
身
近
な
出
張

所
の
機
能
、
権
限
の
拡
充
に
努
め
よ
。
地
域
の
ま

ち
づ
く
り
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ヘ
の
支
援
体
制
も
強

1
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化
せ
よ
．

　
高
齢
化
社
会
に
対
応
し
、
ね
た
き
り
、
痴
呆
性

老
人
対
策
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
日
常
的
な
健

康
を
保
持
す
る
た
め
の
健
康
づ
く
り
事
業
も
推
進
．

せ
よ
。
ま
た
、
特
別
養
護
老
人
施
設
や
高
齢
者
向

け
住
宅
の
確
保
に
も
取
り
組
め
。

　
三
軒
茶
屋
や
二
子
玉
川
な
ど
の
大
規
模
再
開
発

で
は
、
所
管
部
門
だ
け
で
は
な
く
、
全
庁
的
に
組

織
の
連
携
を
図
る
な
ど
、
推
進
体
制
を
強
化
し
て

事
業
の
実
現
に
全
力
で
取
り
組
め
。
ま
た
、
土
地

区
画
整
理
事
業
の
遅
れ
は
、
地
元
住
民
に
と
っ
て

切
実
な
問
題
だ
。
事
業
促
進
に
向
け
、
支
援
態
勢

を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
下
水
道
の
早
期
普
及
に

力
を
注
げ
。

　
学
校
教
育
で
は
、
校
舎
の
整
備
を
積
極
的
に
進

め
よ
。
教
員
の
資
質
向
上
に
も
一
層
努
力
せ
よ
。

　
総
合
運
動
場
の
プ
ー
ル
は
、
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
に

ス
ケ
ー
ト
場
と
し
て
利
用
す
る
な
ど
、
有
効
に
活

用
せ
よ
。

　
区
が
計
画
的
に
推
進
す
る
施
策
の
実
施
に
あ
た

っ
て
は
、
　
「
男
女
共
同
社
会
を
め
ざ
す
世
田
谷
プ

ラ
ン
」
を
念
頭
に
、
女
性
の
意
見
を
積
極
的
に
取

り
入
れ
た
事
業
運
営
に
努
め
よ
。

区
民
の
暮
ら
し
を
守
る
積
極
的
な
区
政
運
営
を

　
消
費
税
の
導
入
は
、
税
の
不
公
平
を
拡
大
し
、

一
般
消
費
者
に
新
た
な
負
担
を
強
い
る
も
の
だ
。

区
民
の
生
活
を
守
る
立
場
か
ら
反
対
す
る
。

　
6
2
年
度
決
算
は
、
適
正
な
財
政
運
営
の
も
と
で
、

長
期
的
展
望
か
ら
基
金
の
積
立
て
に
努
め
た
こ
と

を
評
価
す
る
。
今
後
も
、
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効

に
活
用
し
、
区
民
生
活
の
向
上
を
め
ざ
せ
。

　
区
政
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
の
変
化
に
対
応
し
、

事
務
事
業
を
見
直
す
な
ど
、
行
財
政
の
改
善
に
強

力
に
取
り
組
め
。

　
区
の
付
属
機
関
や
懇
談
会
な
ど
に
、
幅
広
く
人

材
を
確
保
し
、
区
民
要
望
に
応
え
る
行
政
を
推
進

1
生
活
ク
ラ
ブ
ー

　
　
（
賛
成
意
見
）

せ
よ
。
地
区
会
館
、
集
会
所
の
有
効
利
用
も
図
れ
。

　
高
齢
者
の
多
様
な
二
ー
ズ
に
対
応
し
、
担
当
の

窓
口
を
案
内
す
る
「
老
人
介
護
n
n
番
」
の
設
置
に

取
り
組
め
．

　
学
校
給
食
で
使
用
さ
れ
る
食
器
は
、
早
急
に
安

全
な
も
の
に
切
り
替
え
よ
。

　
区
内
を
通
過
す
る
核
燃
料
輸
送
車
の
危
険
か
ら

区
民
を
守
る
た
め
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化

し
て
、
防
災
対
策
に
万
全
を
期
せ
。
仙
川
沿
い
で

大
量
発
生
し
て
い
る
ユ
ス
リ
蚊
の
被
害
は
重
大
だ
。

防
止
対
策
に
全
力
を
あ
げ
よ
。

将
来
を
見
通
し
た
財
政
運
営
を
推
進
せ
よ

　
区
政
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
将
来
を
的
確
に

見
通
し
た
財
政
運
営
が
重
要
だ
。
6
2
年
度
決
算
で

は
、
多
く
の
無
駄
な
ど
問
題
が
山
積
し
、
区
の
取

り
組
み
姿
勢
に
は
疑
問
が
残
る
。

　
新
庁
舎
の
建
設
が
予
想
さ
れ
る
な
か
で
の
借
上

庁
舎
の
拡
張
、
美
術
館
に
お
け
る
ば
く
大
な
絵
画

1
世
田
谷
行
革
…
番

　
　
　
　
　
（
反
対
意
見
）

購
入
経
費
の
投
入
、
区
民
健
康
村
の
稼
働
率
の
低

さ
な
ど
は
、
将
来
に
わ
た
り
、
財
政
運
営
を
悪
化

さ
せ
る
も
の
だ
。
図
書
館
の
不
足
も
懸
念
さ
れ
て

い
る
。

　
こ
う
し
た
問
題
を
抱
え
た
決
算
認
定
に
は
反
対

す
る
。
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初
日
の
本
会
議
で
、
5
人
の
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ

の
会
派
を
代
表
し
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

要
旨
を
お
伝
え
し
ま
す
。

“込
瓢

か
．

！
！
／

・
／

　
　
〆

」
多
／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
々
／
／
7

高
齢
者
が

い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る

総
合
的
な
施
策
の
展
開
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
自
由
民
主
党
ー

質
問
　
本
格
的
な
高
齢
化
社
会
の
到
来
に
備
え
、

高
齢
者
が
心
身
と
も
に
健
康
で
生
き
が
い
を
も
っ

て
生
活
で
き
る
よ
う
、
総
合
的
な
施
策
の
展
開
が

重
要
だ
。
区
民
の
生
涯
に
わ
た
る
健
康
づ
く
り
に

積
極
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
公
衆
浴
場
の
活

用
や
健
康
講
座
の
夜
間
開
催
を
検
討
せ
よ
。
区
民

の
健
康
へ
の
関
心
は
高
い
。
保
健
所
の
機
能
を
充

実
せ
よ
。
高
齢
者
の
住
宅
の
確
保
や
高
齢
化
社
会

を
支
え
る
若
年
世
帯
の
定
住
化
も
重
要
だ
。
国
や

都
と
連
携
し
て
住
宅
供
給
策
を
推
進
せ
よ
。
在
宅

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
基
本
に
、
痴
呆
性
老
人

対
策
に
取
り
組
め
。
さ
ら
に
、
民
間
と
協
力
し
て

施
設
整
備
も
図
れ
。
介
護
人
の
確
保
、
育
成
に
も

努
め
よ
。
ふ
れ
あ
い
公
社
と
社
会
福
祉
協
議
会
の

連
携
を
強
化
せ
よ
。
活
力
あ
る
社
会
の
形
成
に
は
、

生
き
が
い
対
策
が
重
要
だ
。
高
齢
者
事
業
団
の
体

制
を
強
化
し
て
就
労
機
会
の
拡
大
を
図
れ
。
若
い

世
代
と
の
交
流
も
進
め
よ
。
高
齢
者
に
と
っ
て
、

よ
り
安
全
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
に
も
力
を
注
げ
。

区
長
　
助
役
　
人
生
80
年
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
区

民
の
健
康
づ
く
り
に
努
め
た
い
。
区
民
の
二
i
ズ

に
応
じ
た
健
康
増
進
事
業
を
推
進
し
て
い
く
。
保

健
と
福
祉
の
連
携
を
含
め
、
保
健
所
の
事
務
事
業

の
見
直
し
を
進
め
て
い
る
。
高
齢
者
や
フ
ァ
ミ
リ

ー
層
の
住
宅
確
保
に
努
め
た
い
。
国
、
都
と
の
役

割
を
明
確
に
し
、
地
域
に
根
ざ
し
た
住
宅
施
策
を

推
進
し
て
い
く
。
地
域
の
身
近
な
施
設
を
有
効
に

活
用
す
る
な
ど
、
総
合
的
に
在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
充

実
す
る
と
と
も
に
、
介
護
技
術
の
普
及
に
努
め
る
。

福
祉
需
要
の
変
化
に
対
応
し
た
協
力
体
制
づ
く
り

も
進
め
る
。
交
流
の
場
づ
く
り
や
商
工
業
者
の
協

力
に
よ
る
職
域
の
拡
大
を
図
っ
て
い
く
。
福
祉
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
た
い
。

△
久

仕．三

［
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「
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殉

緑
あ
る
空
問
を
創
出
し

調
和
の
と
れ
た

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
せ
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
公
　
明
　
党
－

質
間
　
消
費
税
の
導
入
が
区
財
政
に
及
ぽ
す
影
響

を
ど
う
予
測
し
て
い
る
の
か
。
基
本
計
画
の
実
現

に
全
力
を
あ
げ
る
と
と
も
に
、
将
来
を
展
望
し
、

適
切
な
基
金
の
積
立
て
に
努
め
よ
。

区
長
　
助
役
　
財
源
の
確
保
に
万
全
を
期
し
た
い
。

計
画
の
実
現
に
一
層
努
力
す
る
。
基
金
は
弾
力
的

に
活
用
し
て
い
き
た
い
。

質
間
　
快
適
な
環
境
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
環
境
管

理
計
画
の
策
定
、
執
行
体
制
の
強
化
に
努
め
よ
。

緑
や
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
、
調
和
の
と

れ
た
ま
ち
づ
く
り
を
積
極
的
に
進
め
よ
。
再
開
発

計
画
の
実
施
に
あ
た
っ
て
も
、
環
境
を
重
視
し
て

事
業
に
取
り
組
め
。
多
摩
川
の
良
好
な
環
境
を
生

か
し
、
沿
岸
地
域
の
総
合
的
な
開
発
を
検
討
せ
よ
。

区
長
　
助
役
　
快
適
環
境
を
創
造
す
る
た
め
、
管

理
計
画
の
策
定
、
組
織
の
強
化
に
努
め
た
い
。
地

域
特
性
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

沿
岸
地
域
の
総
合
的
な
整
備
、
保
全
に
努
め
た
い
。

質
問
　
区
民
の
切
実
な
庄
宅
要
望
に
応
え
る
た
め
、

早
急
に
対
策
を
講
じ
よ
。
都
営
住
宅
の
移
管
で
は
、

区
民
の
入
居
を
拡
大
す
る
た
め
、
区
が
建
替
え
を

行
っ
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
公
共
施
設
と
住
宅
の

併
設
も
検
討
せ
よ
。
住
宅
整
備
基
金
の
創
設
に
も

積
極
的
に
取
り
組
め
。

助
役
　
移
管
間
題
は
、
更
に
都
と
の
協
議
を
進
め

て
い
く
。
公
共
施
設
の
改
築
に
あ
わ
せ
た
併
設
も

検
討
し
て
み
た
い
。

質
間
　
学
校
施
設
を
、
防
災
機
能
を
備
え
た
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
し
て
活
用
す
る
た
め
、
検

討
組
織
を
設
置
せ
よ
。

区
長
　
教
育
長
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
を
も
つ
学

校
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
、
委
員
会
を
設
置
し

て
検
討
し
て
い
き
た
い
。
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公
的
福
祉
を
基
本
に

高
齢
者
施
策
の

積
極
的
な
推
進
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
日
本
社
会
党
－

質
問
　
急
速
に
進
む
高
齢
社
会
の
な
か
で
、
国
は
、

安
易
に
自
助
努
力
や
民
間
活
力
の
導
入
を
進
め
、

福
祉
水
準
の
引
き
下
げ
を
図
っ
て
い
る
。
行
政
責

任
に
よ
る
公
的
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
基
本
と
し
て
、

高
齢
者
福
祉
施
策
の
充
実
に
全
力
を
あ
げ
よ
。

区
長
　
公
的
サ
ー
ビ
ス
を
基
盤
に
、
高
齢
者
の
二

ー
ズ
に
応
え
る
よ
う
、
保
健
、
医
療
分
野
を
含
め
、

総
合
的
に
施
策
を
展
開
し
て
い
き
た
い
。

質
問
　
国
の
貧
弱
な
住
宅
政
策
は
、
地
価
の
高
騰

や
住
宅
問
題
を
深
刻
化
さ
せ
、
区
内
で
は
、
若
年

層
の
流
出
を
招
い
て
い
る
。
区
民
が
安
心
し
て
住

み
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
住
宅
施
策
を
確
立
せ
よ
。

賃
貸
住
宅
を
確
保
す
る
た
め
、
公
営
住
宅
の
建
替

え
促
進
、
都
営
住
宅
の
区
へ
の
移
管
な
ど
に
積
極

的
に
取
り
組
め
。
区
営
住
宅
の
建
設
も
検
討
せ
よ
。

ま
た
、
大
企
業
中
心
の
無
秩
序
な
再
開
発
は
、
区

民
の
安
全
で
快
適
な
生
活
環
境
を
脅
か
す
も
の
だ
。

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
積
極
的
に
進
め
よ
。

住
民
が
進
め
る
区
画
整
理
事
業
へ
の
支
援
も
強
化

せ
よ
。

区
長
　
助
役
　
　
「
土
地
・
住
宅
問
題
懇
談
会
」
の

提
言
に
基
づ
き
、
総
合
的
に
施
策
を
展
開
し
て
い

く
。
都
営
住
宅
の
早
期
移
管
な
ど
に
努
め
る
と
と

も
に
、
独
自
の
住
宅
供
給
策
も
考
え
た
い
。
防
災

ま
ち
づ
く
り
な
ど
、
住
民
主
体
の
事
業
を
推
進
し

て
い
く
。
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
区
圃
整
理
が
行

え
る
よ
う
、
支
援
に
努
め
る
。

質
問
　
情
報
公
開
条
例
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、

区
民
の
知
る
権
利
を
保
障
す
る
た
め
、
実
効
あ
る

運
用
に
努
め
よ
。
さ
ら
に
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護

条
例
の
制
定
も
急
げ
。

助
役
　
公
開
の
原
則
に
基
づ
き
、
運
用
し
て
い
く
。

保
護
制
度
は
検
討
し
て
い
き
た
い
。

4
陵四

軍
備
拡
大
を
め
ざ
す

消
費
税
導
入
に
反
対
し

区
民
生
活
を
守
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
日
本
共
産
党
－

質
問
　
リ
ク
ル
ー
ト
疑
惑
の
さ
な
か
、
国
は
軍
備

拡
大
の
財
源
づ
く
り
を
ね
ら
い
と
し
て
、
消
費
税

の
導
入
や
地
方
税
法
の
改
悪
を
強
行
し
よ
う
と
し

て
い
る
。
区
長
は
、
区
民
生
活
や
地
方
自
治
を
守

る
立
場
か
ら
、
反
対
の
意
を
明
確
に
せ
よ
。

区
長
　
広
く
国
民
の
理
解
と
合
意
が
得
ら
れ
る
よ

う
、
慎
重
な
対
応
を
望
ん
で
い
る
。

質
問
　
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め

に
は
、
健
康
へ
の
不
安
や
住
ま
い
の
確
保
な
ど
の

切
実
な
問
題
に
、
公
的
サ
ー
ビ
ス
を
基
本
と
し
て

取
り
組
む
こ
と
が
重
要
だ
。
有
料
福
祉
を
前
提
と

し
た
施
策
の
あ
り
方
は
見
直
せ
。
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
増
設
を
強
力
に
進
め
よ
。

区
長
　
高
齢
者
が
地
域
で
生
活
で
き
る
よ
う
、
福

祉
施
策
の
充
実
に
一
層
努
め
て
い
き
た
い
。
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
民
間
と
連
携
し
て
整
備
を

進
め
て
い
く
。

質
問
　
祖
師
谷
大
蔵
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
地

権
者
だ
け
で
は
な
く
、
借
家
人
や
周
辺
住
民
の
意

見
を
十
分
取
り
入
れ
、
住
民
参
加
の
も
と
に
進
め

よ
。

助
役
　
地
元
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
誘
導
し
て
い

き
た
い
。

質
間
　
用
賀
、
上
用
賀
、
鎌
田
地
域
の
大
雨
に
よ

る
水
害
を
防
止
す
る
た
め
、
都
に
対
し
て
緊
急
対

策
を
講
じ
る
よ
う
申
し
入
れ
よ
。

助
役
　
河
川
の
改
修
、
雨
水
幹
線
の
敷
設
な
ど
を
、

更
に
要
請
し
て
い
く
。

質
間
　
天
皇
の
病
気
に
関
連
し
て
、
区
の
主
催
、

後
援
行
事
が
相
次
い
で
中
止
と
な
っ
た
の
は
遺
憾

だ
。
こ
の
問
題
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

助
役
　
区
の
催
し
は
、
今
後
も
原
則
と
し
て
実
施

し
て
い
く
方
向
で
取
り
組
み
た
い
。

類」

囮

旧

地
域
行
政
を
推
進
し

区
民
サ
ー
ビ
ス
の

よ
り
一
層
の
向
上
を

　
　
　
　
　
　
1
民
社
党
・
無
所
属
ク
ラ
ブ
ー

質
問
　
時
代
の
変
化
に
対
応
し
た
効
率
的
な
行
政

運
営
へ
の
不
断
の
努
力
が
重
要
だ
。
地
域
に
密
着

し
た
総
合
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
す
る
た
め
、

地
域
行
政
制
度
の
確
立
に
全
力
で
取
り
組
め
。
特

に
、
住
民
に
身
近
な
行
政
窓
口
で
あ
る
出
張
所
は
、

機
能
、
権
限
を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、
優
秀
な
人

材
の
確
保
に
努
め
よ
。
管
理
職
の
配
置
も
考
え
よ
。

住
民
サ
ー
ビ
ス
に
支
障
の
な
い
よ
う
人
事
異
動
の

時
期
を
見
直
し
て
は
ど
う
か
。
出
張
所
の
施
設
整

備
に
も
取
り
組
め
。
土
曜
閉
庁
方
式
の
導
入
で
は
、

窓
ロ
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
な
い
よ
う
に
せ
よ
。

災
害
時
の
情
報
収
集
能
力
を
拡
大
す
る
た
め
、
防

災
無
線
設
備
を
充
実
せ
よ
。
職
員
の
各
種
資
格
や

特
技
な
ど
の
登
録
制
度
を
設
け
、
担
当
分
野
を
超

え
た
幅
広
い
人
材
の
活
用
に
取
り
組
め
。

区
長
　
助
役
　
出
張
所
は
、
第
一
線
の
行
政
機
関

と
し
て
時
代
に
即
応
し
た
組
織
、
権
限
の
整
備
を

図
っ
て
い
き
た
い
。
区
民
活
動
の
支
援
機
能
、
サ

ー
ビ
ス
の
充
実
に
対
応
し
、
職
員
の
活
用
策
な
ど

を
考
え
た
い
。
出
張
所
の
整
備
は
計
画
的
に
進
め

る
。
土
曜
閉
庁
に
は
、
区
民
の
理
解
と
協
力
を
得

て
、
取
り
組
ん
で
い
く
。
新
し
い
防
災
無
線
シ
ス

テ
ム
を
整
備
し
て
い
く
。
既
存
組
織
の
枠
を
超
え

た
区
政
へ
の
参
加
方
式
を
考
え
て
い
き
た
い
。

質
問
　
都
の
都
市
計
画
決
定
を
受
け
た
三
軒
茶
屋

の
再
開
発
事
業
に
、
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
く
の
か
。
周
辺
地
域
の
整
備
は
計
画
的
に
進

め
よ
。
近
隣
商
店
街
を
活
性
化
す
る
視
点
か
ら
、

商
業
者
へ
の
支
援
態
勢
を
強
化
せ
よ
。

助
役
　
周
辺
住
民
と
の
調
整
、
補
助
金
の
確
保
な

ど
に
つ
い
て
事
業
者
を
指
導
、
援
助
し
て
い
く
。

地
区
特
性
を
生
か
す
と
と
も
に
、
商
業
振
興
を
含

め
た
総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
し
て
い
く
。



No，117区■■用15日号

　
2
日
目
の
本
会
議
で
は
、
9
人
の
議
員
が
区
政

を
め
ぐ
る
諸
課
題
に
つ
い
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

領
域
ご
と
に
ま
と
め
、
そ
の
要
旨
を
お
伝
え
し
ま

す
。

世
界
平
和
に
貢
献
す
る

都
市
交
流
の
推
進
を

社
会
　
世
界
平
和
の
視
点
か
ら
、
海
外
視
察
事
業

の
あ
り
方
を
見
直
せ
。
平
和
都
市
宣
言
は
姉
妹
都

市
を
は
じ
め
、
広
く
海
外
へ
P
R
す
る
な
ど
、
自

治
体
交
流
の
輪
を
広
げ
よ
。
ま
た
、
視
察
の
成
果

の
P
R
に
も
努
め
よ
。

区
長
　
市
民
交
流
が
世
界
平
和
に
貢
献
し
て
い
る

と
認
識
し
、
宣
言
文
の
外
国
語
訳
を
役
立
て
て
い

き
た
い
。
資
料
コ
ー
ナ
ー
の
活
用
を
考
え
た
い
。

自
民
　
国
際
化
に
向
け
、
新
た
な
姉
妹
都
市
交
流

の
輪
を
広
げ
よ
。
国
際
課
の
設
置
も
検
討
せ
よ
。

在
住
外
国
人
と
の
交
流
の
機
会
や
場
の
拡
大
に
積

極
的
に
取
り
組
め
。
特
に
、
青
少
年
の
親
睦
を
深

め
る
事
業
を
展
開
せ
よ
。

区
長
　
外
国
と
の
交
流
を
更
に
深
め
て
い
く
。
推

進
態
勢
の
充
実
に
努
め
た
い
。
区
民
と
在
庄
外
国

人
と
の
相
互
交
流
を
促
進
し
て
い
く
。

社
会
　
天
皇
の
病
状
に
関
連
し
、
区
民
ス
ポ
ー
ツ

ま
つ
り
な
ど
の
催
し
が
中
止
さ
れ
た
の
は
残
念
だ
。

住
民
本
位
の
行
政
を
進
め
る
立
場
か
ら
、
行
事
を

開
催
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
。
事
業
予
算
の
未

執
行
な
ど
の
問
題
も
含
め
、
今
後
、
区
は
ど
う
対

応
し
て
い
く
の
か
。

助
役
　
今
後
も
区
民
の
期
待
に
応
え
る
よ
う
、
開

催
を
原
則
と
し
て
事
業
の
実
施
に
取
り
組
ん
で
い

く
。社

会
　
貴
重
な
学
童
疎
開
の
体
験
を
、
子
ど
も
た

ち
に
語
り
継
ぐ
な
ど
、
平
和
事
業
を
積
極
的
に
展

開
せ
よ
。

区
長
　
区
民
の
自
主
性
を
尊
重
し
、
事
業
の
充
実

に
努
め
て
い
き
た
い
。

み
ど
り
の
創
出
に

全
力
を
あ
げ
よ

自
民
　
緑
の
保
全
、
創
出
を
め
ぎ
し
、
ト
ラ
ス
ト

協
会
の
設
立
、
緑
の
基
金
の
設
置
に
努
め
よ
。
緑

被
率
の
向
上
に
積
極
的
に
取
り
組
め
。

助
役
　
生
活
環
境
部
長
　
早
期
実
現
に
向
け
、
取

り
組
ん
で
い
く
。
緑
の
増
加
に
努
め
た
い
。

公
明
　
地
域
事
務
所
の
開
設
に
あ
わ
せ
、
C
I
運

動
を
展
開
せ
よ
。

助
役
　
区
民
に
親
し
ま
れ
る
窓
口
を
め
ざ
し
た
い
。

民
社
・
無
ク
　
中
小
企
業
振
興
の
核
と
な
る
産
業

交
流
セ
ン
タ
ー
は
、
消
費
者
と
商
・
工
・
農
業
者

の
意
見
交
換
の
場
と
な
る
よ
う
実
現
に
努
め
よ
。

区
長
　
多
様
な
交
流
が
図
れ
る
よ
う
検
討
す
る
。

生
活
ク
　
核
燃
料
輸
送
車
の
通
行
に
よ
り
、
区
民

が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
作
成
す
る
な
ど
、
安
全
対
策
に
万
全
を
期
せ
。

助
役
　
国
や
都
、
関
係
機
関
と
緊
密
に
連
携
し
た

体
制
を
と
っ
て
い
る
。

社
会
　
用
賀
地
域
で
は
、
地
下
水
位
が
急
激
に
低

下
し
て
い
る
。
地
盤
沈
下
や
震
災
時
の
被
害
を
防

ぐ
た
め
、
十
分
に
調
査
を
行
い
、
対
策
を
講
じ
よ
。

生
活
環
境
部
長
　
都
な
ど
と
協
力
し
て
調
査
を
進

め
る
と
と
も
に
、
雨
水
浸
透
マ
ス
の
設
置
、
湧
水

の
保
全
に
努
め
て
い
く
。

生
活
ク
　
消
費
者
意
識
の
高
揚
に
向
け
、
啓
発
事

業
を
充
実
せ
よ
。
消
費
者
セ
ン
タ
ー
の
利
便
向
上

を
図
る
た
め
、
相
談
室
な
ど
の
位
置
を
検
討
せ
よ
。

産
業
振
興
対
策
室
長
　
各
種
事
業
を
展
開
し
、
利

用
者
の
拡
大
に
努
め
て
い
く
。

公
明
　
高
層
建
築
物
の
増
加
に
伴
う
複
合
電
波
障

害
の
解
消
に
力
を
注
げ
。

生
活
環
境
部
長
　
電
波
中
継
局
の
設
置
な
ど
を
国

に
働
き
か
け
て
い
る
。

生
活
ク
ゴ
ミ
の
減
量
と
資
源
の
有
効
利
用
を
図

●

る
た
め
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
も
役
立

つ
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
を
推
進
せ
よ
。

産
業
振
興
対
策
室
長
　
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、
検
討
し
て
い
る
。

男
女
共
同
社
会
の

実
現
に
取
り
組
め

民
社
・
無
ク
　
男
女
共
同
社
会
の
実
現
に
向
け
、

女
性
の
視
点
か
ら
の
施
設
づ
く
り
が
璽
要
だ
。
三

軒
茶
屋
の
文
化
・
生
活
情
報
セ
ン
タ
ー
の
建
設
で

は
、
女
性
の
意
見
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
よ
。

区
長
　
区
民
参
加
の
輪
を
広
げ
、
施
設
内
容
な
ど

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

公
明
　
ね
た
き
り
老
人
へ
の
訪
問
歯
科
診
療
で
は
、

申
し
込
み
か
ら
受
診
ま
で
の
待
機
期
間
を
短
縮
せ

よ
。
医
療
機
関
へ
の
送
迎
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
、
診

療
力
1
の
導
入
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

高
齢
化
対
策
室
長
　
衛
生
部
長
　
待
機
期
間
に
つ

い
て
は
、
関
係
機
関
と
協
議
し
た
い
。
地
域
医
療

機
関
な
ど
と
の
連
携
を
深
め
て
い
く
。

生
活
ク
　
食
品
添
加
物
の
影
響
な
ど
、
「
食
」
へ
の

不
安
が
高
ま
っ
て
い
る
。
区
民
の
健
康
を
守
る
た

め
、
業
者
へ
の
指
導
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
区

民
参
加
に
よ
る
食
品
安
全
シ
ス
テ
ム
を
創
設
せ
よ
。

産
業
振
興
対
策
室
長
　
衛
生
部
長
　
保
健
所
で
巡

回
指
導
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
国
や
都
と
協
力
し

て
、
安
全
性
の
確
保
に
努
め
て
い
く
。

民
社
・
無
ク
　
上
北
沢
母
子
寮
の
居
室
を
拡
張
す

る
と
と
も
に
、
母
親
の
働
く
場
の
確
保
に
取
り
組

め
。婦

人
児
童
部
長
　
居
室
の
拡
充
は
考
え
た
い
。
関

係
機
関
と
連
携
し
、
生
活
の
安
定
化
に
努
め
る
。

公
明
　
老
朽
化
し
た
敬
老
会
館
の
建
替
え
に
積
極

的
に
取
り
組
め
。
用
地
を
借
り
上
げ
て
い
る
会
館

の
存
続
に
努
め
よ
。

高
齢
化
対
策
室
長
　
地
区
会
館
と
併
設
す
る
な
ど
、

整
備
を
進
め
る
。
永
続
的
に
利
用
で
き
る
よ
う
努

力
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
地
下
の
有
効
利
用
を

　
　
　
　
　
　
　
積
極
的
に
推
進
せ
よ

公
明
　
地
下
を
有
効
に
活
用
し
た
都
市
基
盤
の
整

備
が
不
可
欠
だ
。
駐
車
場
、
駐
輪
場
の
不
足
を
解

消
す
る
た
め
、
積
極
的
に
対
策
を
講
じ
よ
。
特
に
、

鳥
山
区
民
セ
ン
タ
ー
前
広
場
へ
の
駐
輪
場
の
建
設

計
画
を
早
急
に
実
現
せ
よ
。
ま
た
、
中
央
高
速
道

路
下
の
敷
地
を
利
用
し
た
駐
車
場
の
建
設
、
側
道

整
備
に
も
積
極
的
に
取
り
組
め
。
北
鳥
山
付
近
の

高
架
下
で
は
、
側
道
が
途
切
れ
て
い
る
た
め
、
周

辺
道
路
の
交
通
渋
滞
を
招
い
て
い
る
。
安
全
性
を

確
保
す
る
た
め
に
も
、
側
道
の
開
通
に
努
め
よ
。

助
役
　
士
木
部
長
　
地
下
駐
輪
場
の
建
設
は
、
早

期
着
工
を
め
ざ
し
、
努
力
し
て
い
く
。
中
央
高
速

道
路
下
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
道
路
公
団
と
十
分

に
協
議
し
て
い
き
た
い
。
地
域
交
通
を
確
保
す
る

視
点
か
ら
、
地
元
の
意
向
を
ふ
ま
え
て
都
に
働
き

か
け
て
い
き
た
い
。

自
民
　
下
北
沢
の
ま
ち
づ
く
り
で
は
、
小
田
急
線

の
立
体
化
、
補
助
5
4
号
線
の
道
路
計
画
、
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
事
業
な
ど
を
ど
う
進
め
て

い
く
の
か
。
下
北
沢
駅
周
辺
の
交
通
渋
滞
の
解
消

策
、
放
置
自
転
車
対
策
を
強
力
に
推
進
せ
よ
。
茶

沢
通
り
の
整
備
に
も
取
り
組
め
。

都
市
整
備
・
士
木
部
長
　
地
元
の
協
力
を
得
て
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。
交
通
対
策
を
含

め
、
道
路
整
備
に
努
め
た
い
。

社
会
　
用
賀
地
域
で
は
、
大
雨
に
よ
る
水
害
が
住

民
の
生
活
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
都
と

連
携
し
て
積
極
的
に
対
策
を
講
じ
よ
。
東
名
高
速

道
路
の
入
口
付
近
は
、
車
の
渋
滞
、
違
法
駐
車
が

著
し
く
、
周
辺
環
境
が
悪
化
し
て
い
る
。
改
善
す

る
よ
う
、
道
路
公
団
に
働
き
か
け
よ
。

助
役
　
士
木
部
長
　
透
水
舗
装
な
ど
を
進
め
る
と

と
も
に
、
谷
沢
川
の
改
修
、
公
共
下
水
道
の
雨
水

幹
線
の
整
備
を
都
に
要
講
し
て
い
く
。
道
路
構
造

の
改
善
な
ど
を
、
道
路
公
団
に
申
し
入
れ
て
い
き

た
い
。

共
産
「
土
地
・
住
宅
問
題
懇
談
会
」
は
、
公
的
住

宅
の
建
替
え
促
進
を
検
討
し
て
い
る
が
、
公
団
の

進
め
る
建
替
方
式
は
、
高
齢
者
や
低
所
得
者
か
ら

住
み
慣
れ
た
住
居
を
奪
う
も
の
だ
。
居
住
者
の
立

場
か
ら
、
建
替
え
問
題
に
取
り
組
め
。

助
役
　
区
民
の
意
向
を
十
分
取
り
入
れ
て
、
住
み

良
い
住
宅
の
供
給
を
行
う
よ
う
、
公
団
に
働
き
か

け
て
い
く
。

自
民
　
目
黒
川
の
ふ
た
か
け
に
よ
っ
て
生
じ
る
ス

ペ
ー
ス
を
、
隣
接
区
と
連
携
し
、
ス
ポ
ー
ツ
広
場

な
ど
に
活
用
せ
よ
。

士
木
部
長
　
地
元
住
民
の
意
向
を
ふ
ま
え
、
利
用

方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

公
明
　
清
流
の
復
活
に
向
け
、
呑
川
の
親
水
公
園

計
画
の
実
現
に
全
力
を
あ
げ
よ
。
用
賀
地
域
の
溢

水
対
策
を
進
め
る
と
と
も
に
、
貯
留
雨
水
を
活
用

し
、
谷
沢
川
の
水
量
確
保
に
取
り
組
め
。
都
と
協

力
し
て
等
々
力
渓
谷
を
整
備
せ
よ
。

士
木
部
長
　
地
元
の
意
見
を
尊
重
し
、
整
備
し
て

閲
．
購
｝
も
p

　
　
　
　
　
　
畷

い
く
。
溢
水
対
策
を
含
め
、
河
川
浄
化
を
考
え
た

い
。
国
な
ど
と
連
携
し
、
整
備
に
努
め
て
い
く
。

生
徒
の
自
主
性
を
育
む

学
校
教
育
の
充
実
を

共
産
　
中
学
校
の
校
則
や
生
徒
心
得
は
、
管
理
主

義
的
に
生
活
の
細
部
ま
で
規
定
し
、
生
徒
の
健
や

か
な
成
長
を
促
す
と
い
う
本
来
の
目
的
か
ら
逸
脱

し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
生
徒
の
自
主
性
を
尊

重
し
、
内
容
を
見
直
せ
。
学
歴
偏
重
の
世
相
を
反

映
し
て
、
区
立
の
小
中
学
校
へ
の
入
学
率
が
低
下

し
て
き
て
い
る
。
学
校
教
育
の
充
実
に
向
け
、
ど

う
対
応
し
て
い
く
の
か
。

教
育
長
　
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
成
長
を
促
す
教

育
が
推
進
さ
れ
る
よ
う
、
適
切
な
指
導
、
助
言
に

努
め
て
い
く
。
全
人
教
育
を
通
し
て
、
個
性
あ
る

豊
か
な
人
間
性
の
育
成
を
め
ざ
す
と
と
も
に
、
地

域
に
根
ざ
し
た
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

民
社
・
無
ク
　
児
童
生
徒
の
体
力
向
上
を
図
る
た

め
、
遠
足
や
運
動
会
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
更
に
充
実
せ
よ
。

．ρ脳

喚

たわむれ

学
校
教
育
部
長
　
体
力
づ
く
り
に
一
層
努
め
る
。

自
民
　
生
涯
教
育
を
進
め
る
う
え
で
、
健
康
の
維

持
、
増
進
対
策
は
重
要
だ
。
緑
道
へ
の
運
動
コ
ー

ス
の
設
置
や
、
障
害
者
が
利
用
し
や
す
い
水
泳
施

設
の
整
備
な
ど
、
だ
れ
も
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め

る
環
境
づ
く
り
を
積
極
的
に
進
め
よ
。

助
役
　
区
民
が
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
親
し
め
る
よ
う
、
各
種
事

業
を
進
め
て
い
き
た
い
。

社
会
　
リ
ク
ル
ー
ト
問
題
は
、
教
育
全
般
に
重
大

な
影
響
を
及
ぽ
し
て
い
る
。
区
は
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。

教
育
長
　
今
後
と
も
、
社
会
生
活
に
お
け
る
公
正

さ
に
つ
い
て
指
導
し
て
い
き
た
い
。

自
民
　
小
中
学
校
の
課
外
ク
ラ
ブ
活
動
を
支
え
て

い
る
指
導
者
へ
の
援
助
を
拡
大
せ
よ
。
河
口
湖
林

間
学
園
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
は
不
十
分
だ
。
サ
ッ
カ

ー
、
野
球
な
ど
も
で
き
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
確
保
せ

よ
。

学
校
教
育
部
長
　
ク
ラ
ブ
活
動
補
助
謝
礼
の
増
額

も
含
め
、
課
外
活
動
の
活
性
化
を
図
り
た
い
。
体

育
館
の
建
設
や
園
庭
の
拡
張
を
進
め
る
と
と
も
に
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
備
に
努
め
て
い
く
。

民
社
・
無
ク
　
総
合
運
動
場
の
プ
ー
ル
を
、
冬
季

の
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
場
と
し
て
有
効
に
利
用
せ
よ
。

教
育
長
　
プ
ー
ル
の
活
用
は
検
討
し
て
み
た
い
。
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㎜
区
長
の
区
議
会
招
集

㎜
　
　
　
あ
い
さ
つ
（
要
旨
）

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を

積
極
的
に
推
進

　
「
新
し
い
山
の
手
と
新
し
い
下
町
」
を
テ
ー

マ
に
1
0
月
2
4
・
2
5
日
、
世
田
谷
区
と
台
東
区

の
共
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

長
い
歴
史
と
伝
統
に
培
わ
れ
た
文
化
を
受
け

継
ぐ
台
東
区
と
の
連
携
を
深
め
る
と
と
も
に
、

世
田
谷
ら
し
い
魅
力
あ
ふ
れ
る
都
市
づ
く
り

を
一
層
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
次
大
夫
堀
公
園
で
は
、
古
民
家
の
復
元
工

事
が
完
成
し
、
今
月
か
ら
公
開
い
た
し
ま
す
。

農
具
の
展
示
な
ど
を
通
じ
て
、
区
民
の
皆
さ

ん
が
世
田
谷
区
の
歴
史
と
文
化
を
身
近
に
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。
古

民
家
復
元
な
ど
に
あ
た
り
、
む
協
力
い
た
だ

い
た
地
元
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
関
係
者
の
方

方
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
「
土
地
・
住
宅
問
題
懇
談
会
」
か
ら
、
土
地

と
住
宅
の
問
題
に
関
す
る
具
体
的
な
対
策
を

ま
と
め
た
中
間
報
告
を
、
1
0
月
に
い
た
だ
き

ま
し
た
。
提
言
に
つ
い
て
は
、
庁
内
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
早
急
に
検
討
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
住
宅
対
策
と
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
は
、

区
民
生
活
の
基
本
に
か
か
わ
る
重
要
な
課
題

で
す
。
住
宅
都
市
整
備
公
団
と
連
携
し
、
ケ

ア
付
き
高
齢
者
住
宅
の
建
設
計
画
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
来
年
の
春
に
開
設
を
予
定
し
て
い
る
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
に

基
づ
く
施
設
と
し
て
は
2
3
区
内
で
最
大
で
あ

り
、
都
道
府
県
の
施
設
水
準
に
匹
敵
す
る
規

模
と
内
容
を
備
え
て
い
ま
す
。
地
域
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
中
心
施
設
と
し
て
、
心
身

障
害
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
総
合
的
に
提
供
で

き
る
よ
う
運
営
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
第
2
2
次
地
方
制
度
調
査
会
が
9
月
2
8
日
に

発
足
し
、
都
区
制
度
改
革
の
問
題
を
引
き
続

き
審
議
項
目
と
し
て
い
く
こ
と
が
決
定
さ
れ

ま
し
た
。
審
議
を
見
守
る
と
と
も
に
、
区
議

会
と
連
携
し
な
が
ら
、
区
民
の
皆
さ
ん
に
改

革
の
実
現
を
訴
え
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
6
2
年
度
は
、
限
ら
れ
た
財
源
の
効
率
的
な

運
営
に
鋭
意
努
力
し
、
実
質
収
支
が
黒
字
と

な
り
ま
し
た
。
今
後
と
も
健
全
財
政
の
維
持

に
努
め
、
各
事
業
の
執
行
に
全
力
を
あ
げ
て

ま
い
り
ま
す
。
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肇
．
鋭
レ
貞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
芝
．
乳

　
皆
さ
ん
か
ら
出
さ
れ
た
請
願
の
審
議
経
過
な
ど

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

審
議
が
終
わ
っ
た
も
の

■
採
択
2
件

◇
職
員
の
信
賞
必
罰
に
関
す
る
請
願
I
I
「
願
意

　
に
沿
う
よ
う
努
力
さ
れ
た
い
」
と
の
意
見
が
付

け
ら
れ
た
。

◇
児
童
館
建
設
に
関
す
る
請
願
（
祖
師
谷
地
域
）

1
取
下
承
認
3
件

◇
烏
山
区
民
セ
ン
タ
ー
会
議
室
の
移
転
反
対
に
関

す
る
陳
情

◇
耕
雲
寺
移
転
建
設
反
対
に
関
す
る
陳
情
（
砧
7

丁
目
1
2
）

◇
耕
雲
寺
移
転
推
進
に
関
す
る
請
願
（
砧
7
丁
目

12

）

新
た
に
付
託
さ
れ
た
も
の

1
福
祉
保
健
委
員
会
へ
付
託
　
2
件

○
障
害
者
の
た
め
の
施
設
の
名
称
に
関
す
る
請
願

○
薬
の
大
量
給
付
改
善
に
関
す
る
陳
情

1
都
市
整
備
委
員
会
へ
付
託
　
4
件

O
ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
反
対
に
関
す
る

　
陳
情
（
下
馬
6
丁
目
2
5
）

O
仮
称
平
岡
ビ
ル
建
築
に
関
す
る
陳
情
（
奥
沢
2

丁
目
9
）

○
失
対
就
労
者
の
年
末
手
当
等
に
関
す
る
請
願

O
協
和
ビ
ル
建
設
反
対
に
関
す
る
請
願
（
瀬
田
3

丁
目
3
）

■
文
教
委
員
会
へ
付
託
　
3
件

O
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
法
の
改
正
反
対
に
関
す

る
請
願

O
学
校
給
食
の
食
器
に
関
す
る
請
願

○
学
校
給
食
の
食
器
に
関
す
る
請
願

磧

1

要
望
書

　
世
田
谷
区
議
会
は
、
次
の
要
望
書
を
関
係

機
関
あ
て
提
出
し
ま
し
た
。

リ
ク
ル
ー
ト
疑
惑
解
明
に
関
す
る
要
望
書

一
　
リ
ク
ル
ー
ト
コ
ス
モ
ス
社
の
未
公
開
株
譲

一
渡
問
題
に
端
を
発
し
、
政
治
家
の
政
治
倫
理

　
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
、
国
民
の
政
治
不
信
を

　
引
き
起
こ
し
て
お
り
ま
す
。
リ
ク
ル
ー
ト
疑

　
惑
を
解
明
す
る
こ
と
は
、
日
本
の
民
主
政
治

　
を
守
り
、
発
展
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
　
よ
っ
て
、
現
在
、
司
法
当
局
が
そ
の
解
朋

　
に
全
力
を
尽
く
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

　
す
が
、
国
民
の
政
治
へ
の
信
頼
回
復
の
た
め

　
に
、
国
会
に
お
い
て
は
引
き
続
き
真
相
を
究

　
朋
し
、
国
民
の
信
頼
に
応
え
得
る
国
会
審
議

　
を
促
進
さ
れ
る
よ
う
、
世
田
谷
区
議
会
は
強

　
く
要
望
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
　
n
月
2
9
日
提
出
　
1
1
月
2
9
日
議
会
報
告

　
内
閣
総
理
・
法
務
大
臣
　
衆
議
院
・
参
議
院

議
長
あ
て

、～
、

》

》
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睡轍

．
艶

区
議
会
の
し
ご
と

　
　
　
　
　
　
決
算
認
定
の
し
く
み

　
区
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
議
案
は
、
区
議
会
で
審

議
し
、
そ
の
可
否
を
決
定
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、

区
議
会
は
議
決
機
関
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
「
決
算
の
認
定
幅
は
、
予
算
と
同
じ
よ
う
に
議

決
機
関
と
し
て
の
区
議
会
の
重
要
な
仕
事
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
「
決
算
の
認
定
」
と
は
、
区
議
会
が
、
一
会
計
年

度
の
歳
入
歳
出
予
算
を
執
行
し
た
実
績
で
あ
る
決

算
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
を
審
査
し
た
う
え
で
確

認
し
、
確
定
す
る
こ
と
で
す
。

　
地
方
自
治
法
は
、
　
「
決
算
の
認
定
」
を
議
会
に

お
い
て
議
決
す
る
も
の
と
定
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

区
長
は
監
査
委
曼
の
審
査
意
見
を
つ
け
て
、
次
年

度
の
当
初
予
算
を
審
議
す
る
ま
で
に
、
決
算
を
区

議
会
の
認
定
に
付
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
予
算
は
、
歳
入
、
歳
出
の
予
定
的
な
見
積
り
で

あ
る
た
め
、
必
ず
し
も
当
初
の
予
測
ど
お
り
に
執

行
さ
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
歳
入
、

歳
出
予
算
の
執
行
の
実
績
、
結
果
に
つ
い
て
、
あ

ら
た
め
て
、
議
会
に
批
判
、
監
視
の
機
会
を
与
え
、

財
政
運
営
の
適
性
化
を
図
る
こ
と
が
必
要
な
の
で

す
。　

決
算
審
査
に
あ
た
っ
て
は
、
法
令
、
条
例
な
ど

と
の
適
合
関
係
の
他
に
、
前
年
度
の
財
政
運
営
の

間
題
点
を
指
摘
し
、
そ
の
意
見
を
将
来
の
財
政
運

営
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

藩
翻
編
・
集
箪
一
後
詑
搬
郷

○
寒
空
の
な
か
で
、
鮮
や
か
に
咲
き
ほ
こ
る
寒
椿

　
の
花
は
、
初
春
の
訪
れ
を
予
感
し
て
い
る
か
の

　
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

○
今
年
の
か
ぜ
は
、
思
い
の
ほ
か
猛
威
を
ふ
る
っ

　
て
い
る
よ
う
で
す
。
寒
い
日
が
続
き
ま
す
が
、

　
お
体
に
は
十
分
お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。

0
6
2
年
度
決
算
の
審
議
内
容
の
ほ
か
に
、
今
号
で

　
は
、
「
区
議
会
の
し
O
と
、
決
算
認
定
の
し
く
み
」

　
を
特
集
し
ま
し
た
。

○
今
年
も
、
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る
「
区
議
会
だ

　
よ
り
」
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
意

　
見
、
お
闇
い
合
わ
せ
は
、
区
議
会
事
務
局
ま
で

　
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
電
話
（
覗
）
一
一
一
一
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